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が
演
奏
す
る
ア
ル
ミ
製

バ
イ
オ
リ
ン
の
音
色
に

耳
を
澄
ま
せ
る
（
左
か

ら
）
山
下
清
登
相
談
役

と
山
下
竜
登
社
長
1
1
下

松
市
の
山
下
工
業
所

1

七
一
六
年
製
の
「
メ

サ
イ
ア
」
の
寸
法
測
定

図
を
基
に
忠
実
に
再
現

し
、
長
さ
五
十
九
唸
、

最
大
幅
二
十
一
唸
、
厚

み
六
唸
の
銀
色
に
光
り

輝
く
バ
イ
オ
リ
ン
に
仕
上
げ
た
。

厚
さ
一
・
六
I

介
の
極
薄
の
ア
ル
ミ
板
を
使
っ
た

が
、
そ
れ
で
も
重
量
は
約
一
ヂ
と
木
製
の
二
倍
。
こ

の
日
試
し
弾
き
を
し
た
周
南
市
久
米
の
バ
イ
オ
リ

ン
奏
者
、
三
好
真
樹
子
さ
ん
(
1

元
）
は
「
重
た
い
の
が

大
変
だ
っ
た
が
、
不
思
議
な
良
い
音
が
す
る
。
予
想

以
上
の
音
色
な
の
で
驚
い
た
」
と
話
し
て
い
た
。

山
下
相
談
役
は
「
チ
ェ
ロ
よ
り
も
小
さ
い
の
で

作
る
の
が
難
し
か
っ
た
」
、
山
下
社
長
は
「
軽
量

化
が
課
題
。
ア
ル
ミ
の
楽
器
で
弦
楽
四
重
奏
を
演

奏
す
る
夢
に
一
歩
近
づ
い
た
。
次
は
ビ
オ
ラ
に
挑

戦
し
た
い
」
と
張
り
切
っ
て
い
た
。

同
社
の
ア
ル
ミ
製
チ
ェ
ロ
は
昨
年
三
月
に
日
本

科
学
未
来
館
（
東
京
）
で
展
示
さ
れ
る
な
ど
大
き

な
話
題
と
な
っ
た
。
チ
ェ
ロ
は
こ
れ
ま
で
に
計
四

丁
を
製
作
。
改
良
を
次
々
と
璽
ね
、
音
質
を
向
上

さ

せ

て

き

て

い

る

。
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